















人を華人という（1）。2000 年時点で華人は世界 161 の国と地域に分布しており，
総人口は約 3,975 万人である。そのうち 80 パーセント近くにあたる約 3,161
万人が東南アジアに集中している。その内訳は，インドネシア（1,000 万人），
タイ（800 万人），マレーシア（568 万人），シンガポール（268 万人），ミャン
マー（247 万人），フィリピン（120 万人），ベトナム（120 万人），カンボジア
（30 万人），ブルネイ（5.3 万人），ラオス（3 万人）となっている［張 2009］。「海




1 割超が華人ということであり，少なく見積もっても 10 人に 1 人が中国から










　中国人の海外移住は 12 世紀から 13 世紀に始まったといわれる。南宋が
1127 年に海を臨む臨安（現杭州）に首都を置き，海上交易が盛んになった時
期と重なる。初期の海外移住先は近隣諸国のアジア圏であり，華商と呼ばれる
貿易商人や卸売業者が主役であった［周 2009: 24］。13 世紀から 14 世紀にか
けて，現在のタイ領マレー半島両岸には商業港が発達しており，華商が訪れて




　アンソニー・リードが「交易の時代（The Age of Commerce）」と呼ぶ 15 世
紀から 17 世紀の南シナ海では，緊密な貿易ネットワークの網が張り巡らされ，
東南アジアの各地に中国人コミュニティが形成されるようになった［リード 




　例えば，第 4 次（1413-1415）と第 7 次（1430-1433）の鄭和の大航海に同行し，
1451 年に『瀛涯勝覧』を著した馬歓は，タイ・アユタヤーの女性を以下のよ
うに描写する。


















年のフィリピン・マニラに 2 万 3 千人，1640 年代のベトナム・ホイアンで 5 千人，
17 世紀のインドネシア・バンテンおよびタイ・アユタヤーで 3 千人（成人男





















裏のスアンプルー運河沿いに居を構えていたといわれる［SNG and Bisalputra 
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2 世（1767-1824，在位 1809-1824）は 1 世王の姉と中国人との間に生まれた娘
と結婚し，その子どもとしてラーマ 4 世（1804-1868，在位 1851-1868）は生ま
れた。4 世王と華人の側室との間にできた王女たちはラーマ 5 世（1853-1910，
在 位 1868-1910） の 正 妻 と な り， そ の 間 に ラ ー マ 6 世（1881-1925， 在 位
1910-1925）とラーマ 7 世（1893-1941，在位 1925-1935）が，そしてラーマ 8
世（1925-1946，在位 1935-1946）とラーマ 9 世（1927-2016，在位 1946-2016）
の父が誕生した。その父は華人の孤児女性と結婚してラーマ 8 世とラーマ 9 世










るようになったのである。そのピークは 1920 年代におとずれた［王 2003］。
　1955 年のスキナーの推定では，タイの華人集団の内訳は，潮州系が 56 パー
セント，客家系が 16 パーセント，海南系が 12 パーセント，広東系と福建系が

















　1920 年代後半から 30 年代にかけて精米・コメ輸出の分野で形成された「コ
メ財閥」の代表格ワンリー / プーンポン・グループ（ワンリー家が中心，第 25 位），
1940 年代から 50 年代に展開した金融財閥の代表格バンコク銀行グループ（ソー
ポンパニット家が中心，第 1 位）やアユタヤー銀行グループ（ラッタナラック
家が中心，第 5 位），1960 年代から 70 年代にかけて台頭した製造業財閥の代
表格サハ・グループ（チョークワッタナー家が中心，第 24 位），1970 年代後
半から急成長を遂げたアグリビジネス財閥の代表格 CP グループ（チャラワノ
ン家，第 9 位）はすべて，潮州系華人に源流を遡ることができる。









































　1978 年に中国が対外開放政策に転じたのを機に，79 年末に 20 年ぶりに中国
大陸へ向かい，80 年に父の友人である政府高官と商談を行った。そして，外


































































12 シンポジウム　鈴木先生.indd   167 2019/02/16   15:28:38
─ 168 ─
移民が形作るタイ（シンポジウム）
　（ 4 ）　 トメ・ピレス［1966］は，アユタヤーには中国人のほかにもアラビア人やペルシャ
人など多くの商人がいたことを伝えている。その内容は，トメ・ピレスが 1512
年から 1515 年に滞在していたマラッカで伝聞したものと考えられている。




て有名である［SNG and Bisalputra 2015: 24-25］。
　（ 6 ）　 17 世紀前半は日本人町も賑わいを見せており，日本人町焼き討ちが起こった











　（ 8 ）　 アユタヤー王朝は，1569 年にビルマのタウングー朝に陥落させられており，独










































る。2017 年にタイを訪れた外国人観光客数 35,381,210 人中，中国人は 980 万人
超と 4 分の 1 強を占める。その中国人観光客を狙ったビジネスを立ち上げるた
めに，新華僑が急増しているのである。
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